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一
蚊
帳
な
ど
の
行
商
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

ー
以
来
、
「
伝
統
」
と
「
革
新
」
を
続
」
 

一 

米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
す
る
大
谷
」
 

一 

睡
眠
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
一
 汀

る
 

翻
平
一
 

。
そ
・
 

米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
す
る
大
谷
翻
平
選
手
は
 

睡
眠
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
ん
な
大
 

谷
選
手
を
、
寝
具
の
製
造
販
売
の
西
川
が
c
M
に
起
用
し
 

て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

同
社
は
四
五
八
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
有
数
の
老
舗
企
 

業
だ
が
、
寝
具
を
軸
に
「
伝
統
」
を
継
承
し
つ
つ
、
時
代
 

の
変
化
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
な
ど
 

「
革
新
」
を
続
け
て
き
た
。
こ
こ
に
、
現
代
の
企
業
が
今
後
 

百
年
、
二
百
年
と
永
続
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
 

西
川
の
創
業
者
は
、
西
川
仁
右
衛
門
。
一
五
四
九
年
に
 

近
江
国
蒲
生
郡
（
現
・
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
の
大
工
組
 

の
家
に
生
ま
れ
た
仁
右
衛
門
は
一
五
六
六
年
、
十
八
歳
の
 

時
に
自
分
で
商
売
を
始
め
た
。
蚊
帳
や
生
活
用
品
を
天
秤
 

棒
で
担
い
で
売
り
歩
く
行
商
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
 

い
う
（
西
川
で
は
、
こ
の
年
を
創
業
年
と
し
て
い
る
）
。
 

蚊
帳
は
そ
れ
ま
で
は
貴
族
や
身
分
の
高
い
武
士
の
寝
所
用
 

荘
念
意
念
素
憲
◆
峯
峯
峯
峯
峯
零
峯
峯
峯
写
零
宰
峯
宰
峯
宰
峯
峯
宰
峯
峯
零
峯
零
零
峯
筆
軍
峯
零
零
」
件
）
」
 

腔
第
口
十
ニ
回
 
一
了
ズ
捉
え
回
五
八
年
の
礎
作
っ
た
近
江
商
人
・
蚕
川
仁
右
衛
門
”
 

掌」 

＋
 

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
徐
々
に
一
般
庶
民
の
家
で
も
使
わ
 

れ
始
め
た
頃
で
、
仁
右
衛
門
は
そ
れ
に
目
を
付
け
た
の
だ
。
 

や
が
て
時
代
は
転
換
期
を
迎
え
、
仁
右
衛
門
に
大
き
な
 

チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
来
る
。
本
能
寺
の
変
（
一
五
八
一
一
 

年
）
の
後
、
天
下
を
ほ
ぼ
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
は
甥
の
秀
 

次
に
近
江
国
を
与
え
た
（
一
五
八
五
年
）
。
秀
次
は
近
江
 

八
幡
で
八
幡
山
城
の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
城
下
 

に
楽
市
楽
座
令
を
発
し
、
町
の
整
備
と
経
済
発
展
に
力
を
 

入
れ
た
の
だ
。
こ
れ
は
生
前
の
織
田
信
長
の
政
策
を
見
本
 

に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
お
か
げ
で
八
幡
の
町
に
は
 

多
く
の
商
人
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
 

仁
右
衛
門
は
そ
の
変
化
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
近
郊
の
 

村
か
ら
八
幡
町
に
移
り
住
み
、
本
店
を
構
え
た
（
一
五
八
 

七
年
）
。
こ
の
店
を
拠
点
に
し
て
、
蚊
帳
の
産
地
だ
っ
た
 

奈
良
で
蚊
帳
を
仕
入
れ
、
能
登
地
方
ま
で
出
か
け
て
販
 

売
、
帰
り
に
は
能
登
の
海
産
物
の
加
工
品
を
仕
入
れ
て
近
 

江
で
売
り
歩
い
た
。
行
商
の
旅
に
は
四
人
の
息
子
た
ち
を
 

交
互
に
連
れ
て
い
き
、
商
売
を
学
ば
せ
て
い
る
。
 

近
江
八
幡
か
ら
江
戸
に
進
出
 

戦
乱
終
結
、
消
費
増
加
を
見
抜
く
 

だ
が
こ
こ
で
、
 

一
つ
の
ピ
ン
チ
が
訪
れ
る
。
仁
右
衛
門
 

ら
近
江
商
人
た
ち
の
保
護
者
だ
っ
た
秀
次
が
、
秀
吉
の
命
 

で
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
（
一
五
九
五
年
）
。
八
幡
山
城
 

は
廃
城
と
な
り
、
町
は
さ
び
れ
か
け
た
。
 

そ
こ
で
仁
右
衛
門
は
積
極
策
に
打
っ
て
出
た
。
ま
ず
地
 

元
・
近
江
八
幡
で
蚊
帳
の
製
造
に
乗
り
出
し
た
。
「
奈
良
 

蚊
帳
」
の
仕
入
れ
販
売
か
ら
脱
し
、
製
販
一
体
へ
と
ビ
ジ
 

ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
し
た
の
だ
。
販
路
も
北
陸
だ
け
で
な
 

く
、
美
濃
や
尾
張
、
三
河
、
さ
ら
に
は
遠
江
ま
で
伸
ば
 

し
、
販
売
員
（
行
商
人
）
の
人
数
も
増
や
し
た
。
加
え
 

て
、
地
元
産
の
イ
草
を
原
料
に
し
た
畳
表
「
近
江
表
」
の
 

販
売
も
開
始
し
て
い
る
。
 

そ
の
頃
は
、
秀
吉
が
す
で
に
天
下
を
統
一
し
て
世
の
中
 

が
落
ち
着
き
、
消
費
が
活
発
化
し
始
め
て
い
た
。
仁
右
衛
 

門
は
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
、
そ
し
て
今
で
い
う
新
し
い
 

消
費
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
つ
か
ん
で
い
た
の
だ
っ
た
。
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実
は
、
近
江
八
幡
衰
退
の
危
機
に
際
し
、
仁
右
衛
門
と
 

同
じ
よ
う
に
近
江
商
人
た
ち
は
全
国
各
地
に
行
商
に
出
か
 

け
て
販
路
を
広
げ
、
 

一
部
は
販
売
先
の
地
域
に
定
着
し
て
 

事
業
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
 

に
変
え
た
こ
と
が
、
近
江
商
人
の
隆
盛
に
つ
な
が
っ
た
。
 

仁
右
衛
門
は
そ
の
代
表
的
な
存
在
と
な
っ
た
わ
け
だ
。
 

さ
て
時
代
は
移
り
、
関
ケ
原
の
戦
い
（
一
六
〇
〇
年
）
 

を
経
て
、
大
坂
夏
の
陣
（
一
六
一
五
年
）
で
戦
国
の
世
は
 

完
全
に
終
結
、
名
実
と
も
に
徳
川
の
世
と
な
る
。
 

「
こ
れ
か
ら
の
商
売
の
中
心
は
江
戸
だ
」
ー
そ
の
年
、
 

仁
右
衛
門
は
江
戸
に
進
出
、
日
本
橋
に
出
店
し
た
。
新
し
 

い
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
い
ち
早
く
見
抜
い
た
の
だ
。
 

実
際
そ
の
頃
の
江
戸
は
、
江
戸
城
の
大
改
築
や
大
名
屋
 

敷
な
ど
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
蚊
帳
や
畳
表
の
需
要
が
急
 

増
し
て
い
た
。
 

し
か
も
日
本
橋
は
幕
府
が
五
街
道
の
起
点
と
し
て
整
備
 

碕
 
‘縛イ」 

し
、
そ
の
周
辺
は
商
業
の
新
し
い
中
心
地
と
し
て
急
速
に
 

発
展
し
始
め
て
い
た
。
新
店
舗
の
場
所
は
、
日
本
橋
の
す
 

ぐ
南
側
の
た
も
と
、
東
海
道
に
面
し
た
一
等
地
だ
。
 

い
わ
ば
第
二
の
創
業
だ
。
こ
の
素
早
く
思
い
切
っ
た
行
 

動
に
、
彼
の
先
見
の
明
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
西
川
の
蚊
 

帳
と
畳
表
は
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
、
仁
右
衛
門
は
事
業
 

を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
ま
さ
に
、
 

今
日
に
至
る
基
礎
を
築
い
た
の
だ
っ
た
。
 

蚊
帳
を
高
付
加
価
値
化
、
市
場
拡
大
 

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
 

だ
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
す
べ
て
が
順
調
だ
っ
た
わ
 

け
で
は
な
い
。
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
の
「
享
保
の
改
 

革
」
、
老
中
・
松
平
定
信
の
「
寛
政
の
改
革
」
な
ど
、
幕
 

府
の
緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
た
び
た
び
不
況
に
陥
り
、
経
営
 

が
ピ
ン
チ
に
直
面
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

そ
れ
に
対
応
し
て
経
営
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
吉
 

宗
時
代
に
は
弓
の
販
売
と
い
う
新
規
事
業
に
進
出
し
た
。
 

弓
は
武
家
向
け
の
安
定
需
要
が
見
込
め
る
こ
と
に
目
を
付
 

け
た
も
の
で
、
蚊
帳
の
売
り
上
げ
が
夏
以
外
は
減
る
と
い
 

う
季
節
的
変
動
を
補
う
狙
い
も
あ
っ
た
。
一
時
は
幕
府
の
 

御
用
弓
師
と
な
っ
て
関
東
で
の
弓
販
売
を
独
占
し
た
ほ
ど
 

で
、
蚊
帳
と
並
ぶ
二
大
柱
と
な
っ
て
い
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
今
度
は
幕
府
崩
壊
で
弓
の
得
意
先
を
失
っ
 

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
明
治
に
な
り
、
冬
場
の
需
要
が
伸
び
 

て
い
た
布
団
の
販
売
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
が
新
た
な
主
 

力
事
業
に
成
長
し
、
幕
末
・
維
新
の
激
動
期
を
乗
り
越
え
 

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
で
は
布
団
を
中
心
に
マ
ッ
ト
レ
 

ス
、
枕
、
シ
ー
ツ
な
ど
寝
具
の
総
合
企
業
と
な
っ
て
い
る
 

の
は
周
知
の
と
お
り
だ
。
 

こ
の
よ
う
な
仁
右
衛
門
と
そ
の
後
の
西
川
の
足
ど
り
か
 

ら
、
企
業
の
永
続
的
発
展
の
カ
ギ
は
、
①
時
代
の
変
化
と
 

市
場
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
つ
か
む
②
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
 

に
変
え
る
③
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
新
規
事
業
開
拓
④
 

経
営
改
革
ー
な
ど
に
あ
る
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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襲
 

+

～

、

 

仁
右
衛
門
は
一
六
二
八
年
に
隠
居
す
る
が
、
そ
の
創
業
 

者
精
神
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
 

二
代
目
と
な
っ
た
甚
五
郎
は
自
ら
行
商
し
な
が
ら
、
蚊
 

帳
の
研
究
を
重
ね
た
。
従
来
の
蚊
帳
は
生
地
で
あ
る
麻
の
 

薄
茶
色
が
多
か
っ
た
が
、
甚
五
郎
は
、
蚊
帳
を
萌
黄
色
に
 

染
色
し
て
縁
に
紅
布
を
取
り
付
け
た
「
萌
黄
蚊
帳
」
を
新
 

た
に
開
発
し
た
。
萌
黄
色
に
し
た
こ
と
で
涼
し
さ
を
感
じ
 

ら
れ
、
紅
布
の
縁
取
り
が
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
 

り
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
今
風
に
言
え
ば
、
高
付
 

加
価
値
化
で
あ
る
。
 

新
し
い
販
売
手
法
も
編
み
出
し
た
。
美
声
の
若
者
を
雇
 

い
入
れ
、
彼
ら
が
お
し
ゃ
れ
な
半
纏
を
着
て
「
蚊
帳
あ
、
 

萌
黄
の
蚊
帳
あ
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
売
り
歩
い
た
と
い
 

う
。
蚊
帳
は
江
戸
庶
民
の
間
に
も
普
及
し
、
生
活
必
需
品
 

に
な
っ
て
い
っ
た
。
浮
世
絵
に
も
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
 

萌
黄
蚊
帳
は
江
戸
の
み
な
ら
ず
全
国
に
普
及
し
た
。
顧
 

客
層
と
市
場
全
体
を
拡
大
さ
せ
た
わ
け
だ
。
そ
の
後
、
西
 

川
は
下
総
、
京
、
大
坂
な
ど
に
も
店
舗
を
開
設
す
る
な
 

ど
、
発
展
し
て
い
っ
た
。
 

岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）
 

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
 

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。
「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
 

ト
（
W
B
s
）
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
N
Y
 

支
局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
ニ
〇
〇
六
 

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
ニ
〇
ニ
ニ
年
、
同
特
別
招
聴
教
授
。
 

新
刊
「
徳
川
幕
府
の
経
済
政
策
I
ー 

そ
の
光
と
影
』
（
P
H
P
新
書
）
。
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